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研究主題 「一人一人を大切にし、信頼関係に立つ教育の推進」に関する本校の実践 

 

吉川市立中曽根小学校 

 

 

 

 

 

１ 本校の現状 

      今年度は吉川市立中曽根小学校から美南小学校への分離に伴い、全校児童数４５５名、学級

数１８学級、教職員数３７名により、児童に「夢・感動・生きがい」をもたせ、そして豊かな

人間関係の育成を目指し、日々の教育活動に努めている。 

   本校は、子どもらしい元気な子が多い反面、危険な行為や児童間のトラブルも少なくない。

また、交通事故も心配な地域であり安全指導も重大課題である。さらに、各学年には生徒指導

上、個別指導を要する児童も数名おり、対応に苦慮することも多い。 

 

２ 本校の実践 

  （１）あいさつ運動の充実 

         児童会と教師によるあいさつ運動を毎朝行っている。昨年度の大きな課題として「あい

さつ」が挙げられていた。あいさつは今後も生きていく上で重要な基本的な生活習慣であ

る。「ハイタッチあいさつ」を取り入れ、あいさつの改善を図っている。 

 

 

 

 

 

 

登校の様子             登校指導                                     

ハイタッチあいさつ 

  （２）中曽根小のよい子の約束」による学校生活の徹底 

    「中曽根小のよい子の約束」を各学級に掲示することにより、全体の共通理解・共通行動

を図る。また、その中の「身なり・服装」についての項目は、中学校への意識を児童・保

護者にも高めてもらえるよう、小中学校の連携も図ることを目的とし、進学中学校の生徒

指導に習い、設定している。 

 

（３）「廊下歩行」の約束                     

    「廊下歩行の約束」を提案し共通理解を図る。具体例を挙げ、明確にした。 

      ・右側を１列で歩く。（移動は静かに並んで歩く。） 

      ・走ったり、飛び降りたりした場合は、やり直しをさせる。 

      ・校庭などから戻るときも、昇降口で並んで静かに教室に戻る。 

・教室移動は静かに並んで歩く。               など 

 

 （４）「いじめアンケート」の実施 

     「いじめアンケート」を行い（６月・１１月・２月）、実態把握をする。アンケートの

小・中 1７９ 

１ 教師と児童生徒の信頼関係を築くために、あるいは、いじめ・暴力行為・不登校等の生

徒指導上の課題を解決するために、小中連携（小中一貫）をとおして具体的にどのような

取組をしているか。 



結果は担任が把握し、各クラスにおいての問題行動等を生徒指導推進委員会において共通

理解を図る。また、問題解決の手立て・方策を立てる。 

 

  （５）家庭・地域・近隣小中学校、幼稚園など関係諸機関との連携を図る。 

         ・吉川美南高校との交流（小学校体験）  

         ・吉川市立南中学校との連携（３ｄａｙｓチャレンジ） 

       ・通学合宿（中学生・高校生によるボランティア活動）  

         ・PTAや学校応援団による「あいさつ運動」、下校時のパトロールなどを実施し、学校 

の生徒指導に対する理解と協力を高める。 

 

  

    

 

 

 
流しそうめん体験          通学合宿（食事づくり）           南中３ｄａｙｓチャレンジ 

 

  （６）「できたかなカード」の活用 

     埼玉県「３つの達成目標・基本的生活習慣」にリンクさせ、基本的な生活習慣を身につ 

けさせるため、本校独自の「できたかなカード」を活用し、調査する。学期ごとに自己評 

価とともに、各家庭での評価も行う。 

 


